
　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人

は
、「
国
民
年
金
」
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

は
、
老
後
の
生
活
の
主
要
な
柱
と

し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

す
。

　

老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な

く
、
病
気
や
ケ
ガ
で
重
い
障
害
が

残
っ
た
と
き
は
障
害
基
礎
年
金

が
、
妻
と
18
歳
未
満
の
子
、
ま
た

は
20
歳
未
満
で
１
・
２
級
の
障
害

の
程
度
に
あ
る
子
を
残
し
て
亡
く

な
っ
た
と
き
は
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
い
ず

れ
も
、
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
と
き
、
就
職
や

退
職
、
転
職
、
結
婚
な
ど
の
人
生

の
節
目
に
は
、
年
金
制
度
の
加
入

や
種
別
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
も
し
、
手
続
き
を
忘
れ
た
ま

ま
に
し
て
い
る
と
、
年
金
の
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
受
給
で
き
な

く
な
る
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
を
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
方
は
、
希
望
す
れ
ば
任
意

加
入
被
保
険
者
と
し
て
、
国
民
年

金
に
加
入
で
き
ま
す
。

①
海
外
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
日
本
人

②
60
歳
未
満
の
老
齢
（
退
職
）
年

金
受
給
者

③
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

足
り
な
い
方
や
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
た
い
方

④
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
で
、
満
65
歳
の
時
点
で
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
し
て
い
な
い
方
（
65
歳
か

ら
70
歳
ま
で
は
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま

で
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

　

年
金
手
帳
、
印
鑑

※
退
職
や
扶
養
資
格
喪
失
の
方

は
、
離
職
票
や
喪
失
届
な
ど
の

書
類
が
必
要
で
す
。

　

毎
月
納
付
の
翌
月
末
振
替
を
当

月
末
振
替
に
手
続
き
す
る
と
、
１

カ
月
前
納
と
な
り
ま
す
。

　

１
カ
月
前
納
は
、
保
険
料
が
１

カ
月
当
た
り
50
円
割
引
（
平
成
18

年
度
）
と
な
り
ま
す
。

　

６
カ
月
前
納
は
、
９
４
０
円
、

１
年
前
納
は
、
３
、４
９
０
円
割

引
（
平
成
18
年
度
）
と
な
り
ま
す
。

●
口
座
の
申
込
み
方
法

　

金
融
機
関
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

　

年
金
手
帳
、
預
（
貯
）
金
通
帳
、

　

通
帳
届
出
印

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
納
付
が
免
除
（
全
額
・
４
分
の

３
・
半
額
・
４
分
の
１
）ま
た
は
、

猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
な
ど
の
承
認
は
次
の
所
得

で
審
査
さ
れ
ま
す
。

全
額
・
一
部
免
除

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所

得
若
年
者
納
付
猶
予

　

若
年
者
（
30
歳
未
満
）
の
方
は
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得

◎
人
生
の
節
目
に
は
手
続
き
を

国
民
年
金
へ
の　

　

加
入
は
20
歳
か
ら　

第2号被保険者

厚生年金や共済組合に加入し
ている方（会社員・公務員など）
保険料は、厚生年金・共済組
合の保険料として一緒に給料か
ら天引きされます。

第3号被保険者

第２号被保険者に扶養されてい
る配偶者
保険料は、配偶者の加入する厚
生年金・共済組合が負担します
ので、自分で納める必要はありま
せん。

就職したとき

会社を退職したとき

第２号被保険者の
扶養になったとき

配偶者が退職したり、
配偶者の扶養から外れたとき

市役所の国民年金窓口で加入手続き　　　　　　　　勤務先で加入手続き
配偶者（第２号被保険者）の勤務先を通じて手続き

第１号被保険者

自営業者・農林漁業者・フリーター・
学生・無職の方など
保険料は、自分で保険料（13,860 円）
を納めます。（平成 18年度）

就職したとき

結婚や退職などで
第２号被保険者の
扶養になったとき

■種別が変更した場合の手続きの流れ

保
険
料
の
申
請
免
除

や
納
付
猶
予
、
学
生

納
付
特
例
制
度
を
ご

存
じ
で
す
か
？　
　

国
民
年
金
保
険
料
を

口
座
振
替
で
前
納
す

る
と
！　
　
　
　
　

◎
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
方
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学
生
納
付
特
例

　

学
生
の
方
は
、
本
人
の
所
得

※
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

は
、
追
納
（
10
年
以
内
）
が
で

き
ま
す
。

※
追
納
す
る
と
き
の
保
険
料
は
、

３
年
目
か
ら
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

　

年
金
手
帳
、
印
鑑

※
失
業
を
理
由
に
免
除
・
納
付
猶

予
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
平
成

19
年
３
月
末
ま
で
の
申
請
で
あ

れ
ば
、
離
職
日
が
平
成
17
年
３

月
31
日
以
降
の
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
、
離
職
票
等
が
有
効

で
す
。

※
学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す

る
方
は
、
在
学
証
明
書
、
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
が
必
要
で
す

（
専
門
学
校
等
、
学
校
に
よ
っ

て
は
社
会
保
険
事
務
所
が
認
め

て
い
な
い
学

校
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事

前
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
）。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
越
し
の
際
に
は
、
年

金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
２
月
10
日
（
土
）
は

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
２
月
５
日
（
月
）・
13
日
（
火
）・

19
日
（
月
）・
26
日
（
月
）
は

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

　

年
金
に
関
す
る
相
談
に
、
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
相
談
電
話
番
号

▽
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

☎
０
５
７
０
－
０
５
－
１イ
イ
ロ
ウ
ゴ

１
６
５

▽
年
金
を
受
給
中
の
方
の
相
談

☎
０
５
７
０
－
０
７
－
１イ
イ
ロ
ウ
ゴ

１
６
５

《
問
合
せ
》

▽
兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡

　

事
務
所
☎
22
－
３
１
９
６

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
市
民
生
活
課

　

今
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と
言

う
日
本
の
言
葉
が
、
世
界
中
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、

ケ
ニ
ア
出
身
の
女
性
環
境
保
護
活

動
家
で
あ
る
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー

タ
イ
（
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

者
）
さ
ん
が
、
２
０
０
５
年
に
京

都
議
定
書
関
連
行
事
に
出
席
の
た

め
来
日
し
た
際
、「
も
っ
た
い
な

い
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
感
銘

を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す
。
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
、
帰
国
後
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て
こ
の
言

葉
を
紹
介
し
、「
も
っ
た
い
な
い
」

の
精
神
を
世
界
中
に
広
め
、
地

球
環
境
を
守
ろ
う
と
訴
え
て
い
ま

す
。
こ
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
と

い
う
言
葉
は
、
他
の
国
で
は
訳
す

こ
と
が
困
難
な
、「
も
の
を
大
切

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
合
言
葉
に

に
す
る
」
と
い
う
日
本
文
化
を
凝

縮
し
た
言
葉
な
の
だ
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
今
日
で
は
日
本
人
自
身

が
、
こ
の
言
葉
を
す
っ
か
り
忘
れ

去
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
今

一
度
こ
の
精
神
を
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ご
み
と
は
、
も

と
も
と
地
球
の
大

切
な
資
源
か
ら
つ

く
ら
れ
た
も
の
。

そ
し
て
皆
さ
ん
の

思
い
出
の
品
で
も

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、長
く
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

最
後
の
最
後
ま
で
使
い
切
り
、
捨

て
る
と
き
に
は
「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
で
送
り
出
し
ま
し
ょ

う
。
も
の
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
、

こ
れ
が
「
も
っ
た
い
な
い
精
神
」

の
第
一
歩
で
す
。「
も
っ
た
い
な

い
」
を
豊
岡
市
民
の
合
言
葉
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

豊
岡
市
の
ご
み
処
理
に
要
す
る

経
費
は
、
大
き
く
分
け
る
と
①
家

庭
ご
み
の
収
集
運
搬
経
費
と
②

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
込
ま
れ
る

ご
み
処
理
経
費
の
２
種
類
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
平
成
17
年
度
の
実

績
で
は
、
①
の
収
集
運
搬
に
約

２
億
８
千
６
百
万
円
、
②
の
ご
み

処
理
経
費
に
約
８
億
１
千
２
百
万

円
（
施
設
建
設
費
を
含
む
）、
合

わ
せ
て
約
10
億
９
千
８
百
万
円
も

の
経
費
を
支
出
し
て
お
り
、
市
の

財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
力
で
ご
み
を
減
量

し
、
ご
み
処
理
経
費
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
予
算
を
教

育
や
福
祉
な
ど
市
民

に
直
結
し
た
施
策
に

回
す
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

〈
ご
み
１
ｔ
当
た
り
の
処
理
経
費
〉

　
（
平
成
17
年
度
実
績
）

・
ご
み
の
収
集
・
運
搬
（
家
庭
ご

み
）
１
６
、２
１
５
円

・
ご
み
の
処
理
（
施
設
建
設
費
を

含
む
）
２
１
、６
０
６
円

　

今
月
号
か
ら「
地
球
温
暖
化
」「
ご
み
問
題
」「
公
害
」「
不
法
投
棄
」「
マ

イ
バ
ッ
グ
運
動
」
な
ど
の
環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
り

組
み
な
ど
を
、「
環
境
あ
れ
こ
れ
」
と
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

環
境
あ
れ
こ
れ
①

豊
岡
市
の
ご
み
処
理
経
費

「
も
っ
た
い
な
い
」
を
合
言
葉
に

／
豊
岡
市
の
ご
み
処
理
経
費 

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡

事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ　

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」を

　
　
　
　
　

利
用
く
だ
さ
い
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